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町
で
は
、
予
算
が
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ
、
ど
れ
く
ら
い
の
進
捗

状
況
に
あ
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
予
算
の
執
行
状

況
等
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
22
年
度
上
半
期
（
平
成
22
年
９
月
30
日
現
在
）
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

支
払
い
の
多
く
は
事
業
完
了
後
に
行
わ
れ
る
た
め
、
上
半
期
の
執
行
率

の
ほ
と
ん
ど
が
50
％
に
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
金
額
の
一
万
円
未

満
は
整
理
し
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
１
２
１
億
円
で
し
た
が
、

地
方
債
の
繰
上
償
還
を
行
う
た
め
の
公
債
費
な
ど
を
中
心
に
追
加
補
正

を
行
い
、
９
月
補
正
後
の
予
算
額
は
約
１
３
１
億
７
千
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

執
行
状
況
を
見
る
と
、
歳
入
で
は
、
町
債
や
国
県
支
出
金
が
通
常
出

納
整
理
期
間
（
翌
４
〜
５
月
）
に
収
納
さ
れ
る
た
め
、
収
入
率
が
低
く

な
っ
て
お
り
、
歳
出
で
は
、
建
設
工
事
を
多
く
含
む
土
木
費
や
農
林
水

産
業
費
の
執
行
率
が
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
順
調
に
推
移
し
て
い

ま
す
。
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予
算
の
執
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状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆会計別予算執行状況
（平成22年９月30日現在）

区　　　分 予算額
（円）

収入率
（％）

執行率
（％）

一 般 会 計 現　年　分
繰　越　分

国民健康保険特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡易水道事業特別会計

利根沼田広域観光センター特別会計
スキー場事業特別会計
自家用有償バス事業特別会計
温 泉 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業
会 計

現　年　分
繰　越　分

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

 131億6,606万 50.4 35.1
 24億4,426万 27.6 29.4
 30億867万 46.2 38.9
 147万 180.5 0.01
 2億2,062万 35.6 29.2
 18億4,843万 40.4 40.9
 2億5,490万 44.1 35.0
 10億6,521万 27.4 40.5
 4,941万 64.3 97.4
 874万 29.8 36.8
 1,258万 13.1 17.9
 498万 36.8 47.0
 3,525万 53.5 29.2
 2億7,529万 52.7 ー
 2億3,224万 ー 23.0
 9,205万 0.0 ー
 1億8,103万 ー 23.3

◆基金残高の状況
（平成22年９月30日現在）

区　　　分 金　額（円） 区　　　分 金　額（円）
財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
その他特定目的基金
公 営 事 業 基 金
　　合　　　計　　

◆地方債残高の状況
（平成22年９月30日現在）

一 般 会 計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
水 道 事 業 会 計
　　合　　　計　　

一
般
会
計
の
執
行
状
況

■
町
の
中
心
と
な
る
会
計
で
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
■

24億4,429万
4億3,252万
15億4,096万
3億7,060万
47億8,838万

159億4,106万
10億3,128万
53億4,517万
8億5,024万

231億6,775万

歳入

歳出

下水道事業特別会計

地方交付税 そ の 他

議 会 費

商 工 費

消 防 費

農林水産業費

衛 生 費

総 務 費

土 木 費

民 生 費

公 債 費

教 育 費

町 税

国庫支出金

町 債

繰 入 金

県 支 出 金

繰 越 金

そ の 他

地方譲与税・
交 付 金 等

分担金及び
負 担 金

使用料及び
手 数 料

30 2025 15 10 5 0

0 10 20 30 405 15 25 35 45（億円）

（億円）

歳入 歳出
凡　例

予算額（千円）
収入率（％）執行率

229,960
7.0

4,441,527
78.0
3,650,000
59.6

667,020
29.9

1,802,900
0.0

540,156
0.7

751,274
9.7

505,000
53.8

213,612
100.0

223,329
35.0

225,746
47.1

145,496
37.1

90,616
49.8

412,303
41.9

471,659
47.3
856,207
19.5

1,234,585
30.6

1,671,455
34.8

1,495,856
24,5

2,317,315
37.0

2,806,391
35.2

1,579,713
52.2
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　行政評価とは、町が実施している様々な事業を一定の基準や視点から評価し、町民アンケートの結果等を
参考にして改善に結びつける仕組みです。
　財政規模が縮減し、職員数が減少する中で、より効果的に行政サービスを提供するには、これまでの「行
政運営」のやり方を見直し、限られた財源を効果的に活用するための「行政経営」が必要になります。

　行政評価では、現在、町が提供している行政サービスを41の施策と約１,３００の事業に整理しました。
　これらすべての事業について、事業の目的を見直して1年間の目標を定め、その実績や成果を検証すること
で、次への課題を見出して事業の改善に結びつけていきます。

　このような検証を行うことで、「施策や事業」がまちづくりのビジョンに向かって実施されているかを確
認しながら、課題や改善策を見いだします。そして、毎年優先して取り組むべき「施策や事業」を明確に
し、必要に応じた予算投入で、より効果的な「行政経営」に努めていきます。
　町では、こうした「検証や改善策の立案」などを、職員が「行政のプロ」という自覚のもとで取り組んで
こそ、町民のみなさんが求めているサービスが提供できると考えています。そして、職員一人ひとりが、こ
れらを実践するためには、今まで以上に「能力」を向上させ、「意識や行動」を変えていかなければなりま
せん。
　このため、町では昨年度から「人事評価制度」を導入し、職員の人材育成に取り組んでいます。その内容
については、今後、町民の皆さんにお知らせする予定です。

限られた財源でより効果的な「行政経営」を行うために

「行政評価システム」を導入します「行政評価システム」を導入します

これまでの「行政運営」

事業を計画して予算を確保し、事業を実施

これからの「行政経営」
事業の結果を「評価」して次の計画や予算に
「反映」し、限られた財源を効果的に活用し
て事業を実施

■次のような一定の基準や視点から、現在行っている事業の検証を行います。

今年5月に実施した「町民アンケート」の結果と平成21年度の
「施策評価シート」をみなかみ町公式ホームページで公開して
いますので、是非ご覧ください。

ホームページアドレス  http://www.town.minakami.gunma.jp

掲 載 ペ ー ジ

トップページ 町政情報 町民アンケート

行政評価

1 目的妥当性

1 事業がまちづくりのビジョンと結びついているかどうか？

2 町が行政としてやるべき事業かどうか？

3 事業の対象や目的を見直すべきかどうか？

2 有　効　性

1 町がめざしている姿を達成するために、成果の向上が見込める事業かどうか？

2 事業を廃止・休止することで、どのような影響がでてくるのか？

3 類似する事業と統合・連携することで成果を向上できないか？

3
1 現在の事業の成果を維持しながら、経費を削減することができないか？

2 やり方を工夫して業務時間や人件費を削減することができないか？

4 公　平　性 1 事業の内容が一部の受益者に限定されていないか？公平性が保たれているか？

効　率　性
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■問い合わせ先　　総合政策課　企画振興グループ　☎（２５）５００４

「町長と語る会」のご案内
町では、町民の皆さんからご意見を伺う公聴事業として、「町長と語る会」を開催しています。
町長と語る会は、「少子高齢化」をテーマに座談会形式で行い、皆さんからのご意見を伺います。
今回は、下記の日程により開催しますので、この機会に是非、町長と語り合ってみませんか。
皆さんのご参加をお待ちしています。

「町長と語る会」日程

対象地区 日　時 開催場所

第16回

第17回

第18回

※ 参加は自由です。直接会場にお越しください。
※ 参加者が多く会場に入りきれない場合は、入場を制限させていただく場合があります。

下牧区・下牧町営 11月17日(水)
午後７時～８時30分 下牧公民館

寺間・小仁田・川上区

下新田・上羽場・下羽場・師田区 11月24日(水)
午後７時～８時30分 下新田報徳社

11月18日(木)
午後７時～８時30分 小仁田会館

▲みなかみ祭りで町のうたを熱唱

▲取手河川まつりで町のうたを披露

　昨年、カルチャーセンターで開催された町のうた「ふる里みなか
み」・「心の旅」の完成記念イベントから１年を迎えました。２曲
とも町歌として様々なイベントで歌われたり、多方面で活用されて
います。
　「ふる里みなかみ」は大穴在住の小野塚かつえさんが作詞し、歌
詞の中に月夜野、水上、新治３地区の自然や名所など、それぞれの
特徴が満遍なく織り込まれています。メロディーもさわやかで覚え
やすい曲です。「心の旅」は演歌調で、みなかみのイメージを叙情
詩的に表現した曲です。
　５月に行った町民アンケートの結果、町のうたを知っている人は
約６割であり、これから更に認知度を高めていく必要があります。
このため町では、このうたの歌手「なつこ」さんを「ふる里みなか
み親善大使」に任命し、うたの普及と、うたを通した町のＰＲ活動
を実施しています。
　これまで、ＣＤの全国発売、通信カラオケ配信、月夜野地区・新治地区防災無線の時報を「ふる里みなか
み」オルゴール版に変更するとともに、「ふる里みなかみ」ピアノ譜面を作成し、小中学校やコーラスグ
ループに配布しました。また、11月からＪＲ水上駅と後閑駅の発車ベルが「ふる里みなかみ」をアレンジし

た音に変更されます。
　このほか町のうたを通した活動は、みなかみ祭り、町民体育祭
等の町内イベントだけでなく、21世紀の森野外音楽祭、東京池袋
サンシャインシティで開催されたスキーイベントや友好都市であ
る茨城県取手市のイベントでも実施しており、「なつこさん」本
人がうたを披露し、町内外に向けたＰＲ活動を展開しています。
　町のうたにより、多くの町民の方に愛郷心を高めていただき、
また町外にもＰＲして、みなかみ町の名前が全国に広まることが
期待されます。

町のうた誕生から１年町のうた誕生から１年町のうた誕生から１年町のうた誕生から１年
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　訪中の９月29日、本町と中国広東省珠海市にある聯合国際学院が友好協定を締結しました（写真③）。
　同学院は、香港浸会大学と北京師範大学との連合大学であり、教育・文化・スポーツ・芸術・産業・交流
など様々な分野で先進的な取り組みをしている学校です。特に教育では授業のほとんどが英語で行われてお
り、学生は入学してから短期間で徹底的に英語を修得する必要があります。今回の訪中時には実際の授業風
景の参観も行われました。
　また、同学院弓道部は、みなかみ町弓道協会と交流があり、平成19年から４年間続けて「弓道友好訪日
団」が町を訪れ、交流を行っています（写真④）。
　さらに今年の１月には、同学院の学生による「みなかみ町スキー研修旅行」も実現しました。
　今回正式に友好協定を結んだことにより、弓道・スキーなどのスポーツを中心に文化・芸術・産業・観光
など幅広い分野での交流の可能性が見込めます。

　現在日本へは、毎年１００万人以上の中国人観光客が訪れ
ていますが、その大半が富裕層の多い広東省からのお客様で
す。平成20年には県知事トップセールスも行われており、㈶群馬県
観光国際協会と広東省旅遊局は友好協定を締結しています。
　今回は広東省広州市での国際旅遊展参加及び現地旅行エー
ジェントを訪問し、本町の観光ＰＲを行いました。
　旅遊展会場では、実際に本町を訪れたことのある聯合国際
学院の学生６名（写真①）が協力してくれ、自らの経験をも
とに現地言語で積極的にみなかみ町をＰＲしてくれました。
◎リンゴジュースをＰＲ
　今回の観光ＰＲでは、町の特産であるリンゴ１００％の
ジュースをＰＲしてきました。添加物一切無しのリンゴ
ジュースは非常に好評で｢どこで買えるのか？｣、｢今すぐ
売って欲しい｣など予想以上の反応でした（写真②）。

　９月27日から30日にかけて、町長、議長、教育長をはじめ15名の訪中団が中国広東省を
訪問しました。
　これは、広東国際旅遊展（広州市）への参加及び、聯合国際学院（珠海市）との友好協
定調印の締結を目的として行われました。

～中国インバウンド　及び交流プロジェクト事業～

④③

②

①

◆広東省旅遊展観光ＰＲ

◆聯合国際学院との友好協定

ていけつ

聯合国際学院と友好協定を締結
れんごう
聯合国際学院と友好協定を締結
れんごう

聯合国際学院と友好協定を締結
れんごう ていけつていけつ

※インバウンドとは、外国人旅行者を自国へ誘致することの意。

※

かんとん

りょゆうてん こうしゅう じゅはい

ほんこんしんかい ぺきん　しはん



06

2010.11／第61号●●●●

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
10

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
10

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
10

　
『
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
』
を
利
用
し
て

　
　
　
　
　
　
後
閑
区
が
『
太
々
神
楽
』
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村
振
興
協
会
で
は
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
な
ど
の
市
町
村
振

興
宝
く
じ
の
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
自
治
会
や
町
内
会
、
そ
れ
に
準
ず
る
地
域
住

民
が
組
織
す
る
団
体
の
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備
、
施
設
の
整
備
に
助
成
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
、
後
閑
区
が
『
太
々
神
楽
』
の
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。

◎
小
締
太
鼓　
　
　
　
　
　
　
　

１
個

◎
神
楽
鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
本

◎
懐
中
烏
帽
子　
　
　
　
　
　
　

１
枚

◎
懐
中
高
烏
帽
子　
　
　
　
　
　

１
枚

◎
手
拍
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
組

◎
神
楽
面
（
各
種
）　
　
　
　
　

11
枚

◎
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ　
　
　
　
　

１
枚

◎
鳥
兜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
枚

後 閑 区

◇小高諏訪神社太々神楽
　　　　　　（10月１日）

◆新調された備品◆

◎
鯛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
個

◎
お
誂
え
神
楽
殿
幕　
　
　
　
　

１
枚

◎
お
誂
え
神
楽
殿
幕
付
属
紫
幕　

１
枚

◎
お
誂
え
神
楽
殿
五
色
た
れ
幕　

５
枚

◎
神
楽
た
っ
つ
け
袴
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
セ
ッ
ト

◎
神
楽
袴
下
着
物　
　
　
　
　
　

４
枚

◎
神
楽
袴
下
角
帯　
　
　
　
　
　

４
本

　

所
得
税
の
予
定
納
税
（
第
２
期
分
）
の

納
付
期
間
は
、
11
月
１
日
（
月
）
か
ら
30

日
（
火
）
ま
で
で
す
。
納
付
期
限
に
遅
れ

る
と
、
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
る
日

ま
で
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
納
付
方
法
》

◎
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方

　

11
月
30
日
（
火
）
に
指
定
の
金
融
機
関

の
口
座
か
ら
、
自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま

す
。
納
期
限
前
日
ま
で
に
口
座
の
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方

　

金
融
機
関
ま
た
は
税
務
署
の
窓
口
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
税
額
が
30

万
円
以
下
の
場
合
は
、
送
付
し
た
バ
ー

コ
ー
ド
付
納
付
書
を
使
用
し
て
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
電
子
納
税
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
電
子
納
税
の
利
用
方
法

は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(w
w
w
.e-tax.nta.go.jp)

で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

（
注
）
土
・
日
・
祝
日
は
、
金
融
機
関
及

び
税
務
署
の
窓
口
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
新
た
に
課
税
事

業
者
（
消
費
税
の
申
告
・
納
付
が
必
要
な

方
）
と
な
る
場
合
に
は
、
納
税
地
の
所
轄

税
務
署
長
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◎
簡
易
課
税
制
度

　

基
準
期
間
（
前
々
年
）
に
お
け
る
課
税

売
上
高
が
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
方

は
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
平
成
23
年
分
か

ら
適
用
し
て
申
告
す
る
方
は
、
平
成
22
年

12
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
「
消
費
税
簡
易

課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
同
制
度
を
選
択
し
た
場

合
、
２
年
間
以
上
継
続
し
た
後
で
な
け
れ

ば
選
択
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

（
事
業
廃
止
し
た
場
合
を
除
く
）
。

　

同
制
度
は
「
み
な
し
仕
入
率
」
に
よ
り

納
付
税
額
を
計
算
し
ま
す
の
で
、
多
額
の

設
備
投
資
な
ど
に
よ
り
一
般
課
税
で
計
算

す
れ
ば
還
付
と
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

消
費
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

各
種
届
出
書
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
も
提

出
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
の
ご
利
用
は
、
沼
田
税
務
署
☎

（
２
２
）
２
１
３
１
に
お
電
話
い
た
だ

き
、
自
動
音
声
に
従
っ
て
番
号
「
１
」
番

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
予
定
納
税(

第
２
期
分)

　
　
　
　

の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

消
費
税
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

所
得
税
の
予
定
納
税(

第
２
期
分)

　
　
　
　

の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

消
費
税
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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10
月
７
日
、
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
平
成
22
年
度

み
な
か
み
町
平
和
式
典
・
戦
没
者

追
悼
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を

つ
く
る
こ
と
を
誓
う
町
主
催
の
こ

の
式
典
に
は
、
遺
族
ら
約
２
０
０

人
の
関
係
者
が
参
列
し
、
月
夜

野
・
水
上
・
新
治
の
各
忠
霊
塔
か

ら
新
治
地
区
の
田
村
善
持
さ
ん
・

山
本
は
る
子
さ
ん
の
２
名
に
よ
り

「
み
た
ま
」
が
迎
え
ら
れ
、
全
員

が
１
分
間
の
黙
祷
を
献
げ
、
そ
の

後
遺
族
の
方
々
が
各
家
庭
に
お
い

て
丹
誠
込
め
て
育
て
ら
れ
た
花
な

ど
で
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
中
学
校
生
徒
が
平
和
の
願
い
を
込
め
て
折
り
上
げ
た
千
羽
鶴
を

献
げ
（
写
真
）
、
各
中
学
校
代
表
生
徒
が
祖
父
母
に
聞
い
た
戦
争
体
験
な
ど

を
踏
ま
え
恒
久
平
和
・
核
兵
器
廃
絶
に
つ
い
て
の
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

発
表
さ
れ
た
作
文

　

◎
月
夜
野
中
２
年　

阿
部
葵
さ
ん

　

「
終
戦
記
念
日
に
思
う
」

　

◎
水
上
中
３
年　

深
澤
南
さ
ん

　

「
今
、
あ
る
世
界
」

　

◎
藤
原
中
３
年　

林
健
太
さ
ん

　

「
授
業
で
戦
争
の
こ
と
を
勉
強
し
て
」

　

◎
新
治
中
３
年　

生
津
勝
久
さ
ん

　

「
戦
争
の
な
い
未
来
と
今
に
つ
い
て
」

　

９
月
22
日
か
ら
10
月
５
日
に
か
け
て
、

利
根
沼
田
広
域
観
光
セ
ン
タ
ー
に
絵
手
紙

が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
は
、
み
な
か
み
町
絵
手
紙
の

会
の
皆
さ
ん
と
、
本
町
と
友
好
都
市
協
定

を
結
ん
で
い
る
茨
城
県
取
手
市
の
絵
手
紙

の
会
の
皆
さ
ん
が
、
初
め
て
合
同
で
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

展
示
会
は
、
本
町
と
取
手
市
の
両
会
場

で
会
期
を
ず
ら
し
て
開
催
さ
れ
、
併
せ
て

約
１
，
６
０
０
人
も
の
方
々
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

絵
手
紙
に
は
様
々
な
絵
や
言
葉
が
つ
づ

ら
れ
て
お
り
、
相
互
の
心
の
橋
渡
し
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
22
年
度

　
み
な
か
み
町
平
和
式
典
・
戦
没
者
追
悼
式

皇
太
子
さ
ま
が
ご
来
県

絵
手
紙
で
心
を
つ
な
ぐ

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

　

皇
太
子
さ
ま
が
、
第

34
回
全
国
育
樹
祭
（
21

世
紀
の
森
で
開
催
）
に

出
席
す
る
た
め
、
10
月

２
日
、
３
日
の
両
日
、

ご
来
県
さ
れ
ま
し
た
。

　

皇
太
子
さ
ま
の
ご
来

県
は
、
平
成
19
年
１
月

に
開
催
さ
れ
た
冬
季
国

体
以
来
の
３
年
９
ヶ
月

ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

皇
太
子
さ
ま
は
、
２
日
の
午
前
11
時
過
ぎ
に
Ｊ
Ｒ

上
毛
高
原
駅
に
ご
到
着
さ
れ
、
大
澤
正
明
県
知
事
を

始
め
、
岸
良
昌
町
長
、
久
保
秀
雄
町
議
会
議
長
の
ほ

か
大
勢
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

　

初
日
の
ご
視
察
を
終
え
た
皇
太
子
さ
ま
は
、
本
町

に
て
ご
宿
泊
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
３
日
、
全
国
育
樹
祭
へ
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
月
夜
野
ビ
ー
ド
ロ
パ
ー
ク
を
ご

視
察
さ
れ
、
実
際
に
吹
き
ガ
ラ
ス
を
ご
体
験
さ
れ
た

の
ち
、
本
県
を
後
に
し
ま
し
た
。

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

平
和
な
世
界
を
つ
く
る
こ
と
を
誓
う
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五
十
嵐
昭
平
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か
ら
旧
月
夜
野
町
議
会
議
員
と
し
て
３
期
12
年
に
わ

た
り
奉
職
し
、
そ
の
間
、
副
議
長
や
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
、
生
活
環
境
の
整

備
や
産
業
基
盤
の
確
立
な
ど
、
地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
、
谷
川
岳
土
合
霊
園
地
に
お

い
て
、
平
成
22
年
度
谷
川
岳
遭
難
者
慰
霊

祭
が
し
め
や
か
に
行
わ
れ
、
御
遺
族
や

県
、
町
の
関
係
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
参

列
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
四
名
の
方
が
慰
霊

碑
に
刻
銘
さ
れ
、
犠
牲
に
あ
わ
れ
た
方

は
、
１
９
３
１
年
以
降
、
通
算
で
８
０
２

名
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
水
上
山
岳
会
の
中
島
正
二
会

長
が
ご
挨
拶
さ
れ
、
遭
難
事
故
絶
滅
の
決

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
明
寺
（
湯
原
）
の
堪
山
泰
学

住
職
に
よ
る
読
経
の
中
、
御
遺
族
や
関
係

者
が
焼
香
し
、
犠
牲
者
の
御
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
の
効
果
を
、
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭

素
）
の
吸
収
量
で
示
す
群
馬
県
の
第
１
回

「
森
林
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
認
証
書
」
の
授
与
式

が
、
９
月
16
日
、
群
馬
県
庁
で
開
催
さ
れ
、

利
根
川
源
流
森
林
整
備
隊
（
隊
長
＝
岸
良
昌

町
長
）
な
ど
に
認
証
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
林
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
認
証
制
度
は
、
企

業
、
自
治
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

が
、
森
林
所
有
者
と
森
林
整
備
協
定
を
結
ん

で
実
施
す
る
植
栽
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備

の
効
果
を
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
と
し
て
群
馬

県
が
認
証
す
る
も
の
で
す
。

　

同
整
備
隊
で
は
、
平
成
22
年
度
の
森
林
整

備
に
よ
り
、
森
林
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
１
，
９
９
２
．
３
t

-

c
o
２
（
二
酸
化
炭
素
ト
ン
）

が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
整
備
隊
は
、
利
根
川
源
流
の
森
林
、
山
、
水
を
守
り
育
て
る
た
め
、
平
成
20
年
10
月

に
結
成
さ
れ
、
首
都
圏
の
水
を
守
り
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
対
策
に
対
応
し
た
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
流
域
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
既
存
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
公
募
の
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、
素
材
生
産
業
者
、
森
林
組
合
等
で

構
成
さ
れ
、
森
林
の
下
刈
り
、
除
間
伐
、
森
林
観
察
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  
●  
●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

● 

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

谷
川
岳
遭
難
者
慰
霊
祭

　

10
月
５
日
、
町
防
犯
協
会
（
会
長
＝
岸

良
昌
町
長
）
主
催
に
よ
る
「
み
な
か
み
町

地
域
安
全
パ
レ
ー
ド
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

水
上
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
に
よ

り
、
ち
び
っ
こ
警
察
官
（
水
上
わ
か
く
り

こ
ど
も
園
児
）
４
名
を
含
む
町
内
20
団
体

１
５
０
名
程
の
参
加
者
が
、
役
場
水
上
支

所
か
ら
温
泉
街
を
通
り
、
水
上
小
学
校
ま

で
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
関
谷
沼
田
警
察
署
長
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
盛
大
で
賑

や
か
な
パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
防
犯
協
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
観

光
客
の
方
々
に
対
し
て
防
犯
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
秋
季
地
域
安
全
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

故 

五
十
嵐
昭
平
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

故 

五
十
嵐
昭
平
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

利
根
川
源
流
森
林
整
備
隊

　
　
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）吸
収
量
認
証
書
授
与

利
根
川
源
流
森
林
整
備
隊

　
　
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）吸
収
量
認
証
書
授
与
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谷
川
岳
の
高
山
植
物
を
描
く
会

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

　

８
月
28
日
、
29
日
の
二
日
間
、

み
な
か
み
町
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り

実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
水
彩
画

を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
谷
川

岳
の
高
山
植
物
を
描
く
会
」
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
13
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
描
く
会
で
は
、
自
然
案
内
人

の
阿
部
利
夫
さ
ん
（
後
閑
）
を
講

師
に
迎
え
、
天
神
平
周
辺
で
ジ
ョ

ウ
シ
ュ
ウ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
や
ヤ
ナ
ギ

ラ
ン
、
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
な
ど
の
高

山
植
物
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
観

察
し
ま
し
た
（
写
真
①
）
。
そ
の

後
、
水
上
公
民
館
に
移
動
し
、
東
京
藝
術
大
学
卒
業
生
の
菊
池
環
さ

ん
、
和
田
小
百
合
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、
谷
川
岳
に
咲
く
高
山
植

物
の
写
真
を
見
な
が
ら
作
画
し
ま
し
た
（
写
真
②
）
。

　

参
加
者
の
多
く
は
初
心
者
の
方

で
、
下
書
き
の
後
の
着
色
で
は
戸
惑

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
色
の
調
合
や

奥
行
き
を
出
す
た
め
の
技
法
、
筆
使

い
な
ど
を
講
師
の
方
に
熱
心
に
質
問

し
、
29
日
の
夕
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
素

晴
ら
し
い
絵
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
、
谷
川
岳
の
自
然
や
水

彩
画
の
魅
力
を
感
じ
、
他
の
参
加
者

と
の
交
流
が
図
れ
た
こ
と
に
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
大
変
満
足
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

10
月
２
日
、
３
日
の
二
日
間
、
湯
桧
曽
公
園
を
主
会
場
に
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
町
内
の
ア
ウ
ト
ド
ア
関
係
業
者
が
中
心

と
な
っ
て
組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
、
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
な
ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
、
格
安
の
料
金
で
体
験
で
き
ま

し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
で
は
、
バ

ン
ジ
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

（
写
真
①
後
方
）
や
、
現

在
注
目
を
集
め
て
い
る
山

ガ
ー
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
（
写
真
②
）
、
係

留
熱
気
球
な
ど
訪
れ
た
多

く
の
人
た
ち
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

名
胡
桃
城
址
の
駐
車
場
入
口
に
、
名
胡
桃
城
址
案
内
所
（
写
真
①
）
が
開
所
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
や
歴
史
ブ
ー
ム
の
影
響
に
よ
り
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
お
客
様
が
名
胡
桃
城
址
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
に
は
、
名
胡
桃
城
址
に
関
す
る
資
料
展
示
室
（
写
真
②
）
や
、
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
休
憩
所
、
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
無
料
で
歴
史
ガ
イ
ド
の

会
の
方
々
が
名
胡
桃
城
址
の
ご
案

内
も
し
ま
す
の
で
、
歴
史
ガ
イ
ド

の
会
事
務
局
【
町
観
光
協
会
☎

（
６
２
）
０
４
０
１
】
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
開
所
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

休
館
日
／
木
曜
日
・
年
末
年
始

■
名
胡
桃
城
址
案
内
所

　

☎
（
６
２
）
０
７
９
３

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

様々なアウトドア体験開所された名胡桃城址案内所

①

①
①

②

②

②
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L i v i n g

i n f o r m a t i o n

inakami

■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
健
康
課　
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
６
２
）
２
５
２
７

　

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
と
は
、
高
齢
者

の
死
因
に
多
い
細
菌
に
よ
る
肺
炎
を
防
ぐ

た
め
の
予
防
接
種
で
す
。
町
で
は
こ
の
予

防
接
種
を
高
齢
者
の
健
康
保
持
増
進
を
目

的
と
し
て
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
対
象
者
は
70
歳
以
上
の
人
、

ま
た
は
69
歳
以
下
の
人
で
も
医
師
の
診
断

に
よ
り
接
種
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合

は
受
け
ら
れ
ま
す
（
た
だ
し
１
回
限
り
の

制
限
が
あ
り
ま
す
）
。

　

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

と
お
り
申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
70
歳
以
上
の

人
・
69
歳
以
下
で
も
医
師
の
認
め
た
人

■
接
種
料
金　
７
，
８
７
０
円

■
助
成
金　
　

３
，
０
０
０
円
（
助
成
分

は
町
が
医
療
機
関
に
支
払
い
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
沼
田
税
務
署　
個
人
課
税
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
帳
指
導
担
当
者

　
☎
（
２
２
）
２
１
３
１

　
　
自
動
音
声
案
内
「
２
」

　

税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
決
算
書
の
作

成
方
法
や
作
成
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な

ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は
、

　

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
生
命

保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
年

金
の
所
得
税
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
沼
田
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
沼
田
税
務
署　
☎
（
２
２
）
２
１
３
１

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.nta.go.jp

相
続
ま
た
は
贈
与
等
、

生
命（
損
害
）保
険
契
約
に
基
づ
く

年
金
の
税
務
上
取
扱
い
変
更
に
つ
い
て

■納税と納期限■■納税と納期限■■納税と納期限■

11月の納税
■納期限：11月30日（火)
国民健康保険税　　　第８期

12月の納税
■納期限：12月27日（月)
固定資産税　　　　　第４期
国民健康保険税　　　第９期

国民年金10月分の納期限は、
11月30日（火）です。
後期高齢者保険料第5期の納
期限は、11月30日（火）です。
介護保険料第5期の納期限は、
12月27日（月）です。

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

■
接
種
方
法

　

利
根
沼
田
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま

す
（
町
と
契
約
の
あ
る
機
関
）
。

■
申
請
場
所

　

認
印
を
持
参
の
上
、
役
場
子
育
て
健
康

課
お
よ
び
各
支
所
で
申
請

■
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

※

閉
庁
日
を
除
く

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
職
員
人
事
異
動

※

橙
色
は
異
動
前
の
所
属

※

Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・

　
Ｓ
Ｌ
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
略

【
10
月
１
日
付
】

■
税
務
課
　
滞
納
整
理
室

　
Ｇ
Ｌ　
石
坂
貞
剛　
税
務
課
Ｓ
Ｌ

■
町
民
福
祉
課
　
福
祉
医
療
グ
ル
ー
プ

　
Ｇ
Ｌ　
平
田
雅
信

　
　
　
　
　

税
務
課　
滞
納
整
理
室
Ｇ
Ｌ

■
農
政
課
　
遊
神
館

　
館
長　
深
津
賢
治　
町
民
福
祉
課
Ｓ
Ｌ

平
成
22
年
分
　
青
色
申
告
決
算
等

　
　
　
　
　
　
説
明
会
の
お
知
ら
せ

当
日
、
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
税
務
署
職
員
ま
た
は
税
務
署

が
依
頼
し
た
税
理
士
が
行
い
ま
す
。

説明会の日程表
対象 開催日 開催時間 会　場 対象地区

農業所得
関係 12月１日（水） 10時～12時 利根沼田県民局

５階５０１会議室
沼田市
利根郡全域

営業所得
関係 12月１日（水） 13時30分～

　15時30分
利根沼田県民局
５階５０１会議室

沼田市
川場村・昭和村

営業所等
関係 12月２日（木） 13時30分～

　15時30分
月夜野農村環境
改善センター みなかみ町

営業所等
関係 12月３日（金） 13時30分～

　15時30分
片品村商工会
２階会議室

沼田市(利根町)
片品村
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■
問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　
☎
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　
☎
０
３
（
５
８
６
０
）
２
７
４
８

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
10
月
25
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
６
月
16

日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

■
請
求
受
付
期
間　
平
成
22
年
10
月
25
日

〜
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■
受
付
時
間　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
ま
で

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
介
護

　

〜
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
明
る
い
笑
顔
〜

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
介
護
高
齢
課

　
☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
５
６
４

　

介
護
の
日
（
11
月
11
日
）
を
県
民
に
周

知
し
、
介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
た
め
、
介
護
の
仕
事
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
23
日
（
火
）

　
　
　　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
会
場　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
前
橋
市
新
前
橋
町
13

－

12
）

■
内
容

　

嘉
門
達
夫
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
、
介
護
技
術
、
手
話
、
福
祉
用
具
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
介
護
食
の
試
食
な
ど

■
費
用　
無
料

■
参
加
方
法　
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
０

　
教
育
課　
生
涯
学
習
推
進
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　

町
で
は
、
一
人
一
人
の
人
権
意
識
を
育

て
、
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い

命
を
大
切
に
す
る
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
人
権
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
欽
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員

と
し
て
「
欽
ち
ゃ
ん
の
週
間
金
曜
日
」
で

レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
、
「
ザ
・
ベ
ス
ト
テ

ン
」
の
２
代
目
司
会
者
を
務
め
、
ま
た
俳

優
と
し
て
も
ド
ラ
マ
、
映
画
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
「
コ
ニ
タ
ン
」
こ
と
小
西
博
之
さ

ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

小
西
さ
ん
は
、
５
年
前
に
腎
臓
が
ん
の

大
手
術
を
行
い
90
日
間
に
及
ぶ
壮
絶
な
闘

病
生
活
を
体
験
し
、
自
身
を
見
守
っ
て
い

て
く
れ
る
人
々
の
存
在
に
改
め
て
気
づ
き

「
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
」
の
大
切
さ

「
全
て
の
人
々
に
感
謝
の
心
」
を
学
ん
だ

と
い
い
ま
す
。
今
回
は
自
ら
の
体
験
を
交

え
た
お
話
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時　
11
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
ま
で

人
権
啓
発
講
演
会
の
開
催

■
場
所

　

町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

■
講
師　
　

俳
優　

小
西
博
之
さ
ん

■
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
１

　

特
定
疾
患
等
患
者
及
び
家
族
の
福
祉
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
見
舞
金

を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

県
で
実
施
す
る
特
定
疾
患
医
療
給
付
及

び
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
け

て
い
る
方
。

　

た
だ
し
、
昨
年
度
見
舞
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
に
は
年
度
末
に
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。

■
受
給
資
格
者

特
定
疾
患
等
患
者
見
舞
金

　
　
　
　
　

支
給
の
お
知
ら
せ

　

本
町
に
居
住
し
、
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
患
者
ま
た
は
そ

の
保
護
者
。

■
見
舞
金
の
額　
年
額
１
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

（
月
割
り
計
算
あ
り
）

■
申
請
方
法　
見
舞
金
受
給
申
請
書
（
本

庁
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
県
の
医
療
受
給
者
証
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
の
仕
事
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

〜
「
コ
ニ
タ
ン
」
が
や
っ
て
く
る
〜

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

俳優　小西博之さん

開
催
の
お
知
ら
せ
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■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

■
問
い
合
わ
せ
先

　
奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

　
☎
（
６
４
）
１
１
６
７

　

町
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
や
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
る
た
め
、
廃
タ
イ
ヤ
等
の
有
料

回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時
ま
で

■
場
所　
奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

■
回
収
料
金

（
一
本
当
た
り
・
消
費
税
込
）

○
軽
自
動
車
、
普
通
自
動
車
タ
イ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
円

○
２
〜
４
㌧
車
、
４
Ｗ
Ｄ
車
タ
イ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
０
円

○
大
型
自
動
車
タ
イ
ヤ　
　
　

５
０
０
円

○
農
機
具
タ
イ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円
〜
８
０
０
円

○
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー　
　
　
　
　
　

０
円

○
消
火
器　
４
０
０
円
〜
１
，
０
０
０
円

※

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
特
種
タ
イ
ヤ
な
ど

　

の
回
収
金
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
で

　

ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

タ
イ
ヤ
の
中
に
ご
み
等
が
あ
る
場
合
は

　

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
回
収
は
、
本
町
在
住
の
方
が
家
庭

　

で
使
用
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
７
１-

０
８
４
３

　
前
橋
市
新
前
橋
町
13-

12

　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
５
階

　
財
団
法
人

　
　
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
６
３
６

■
期
日　
12
月
23
日
（
木
）

■
行
き
先　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

■
参
加
対
象
者

　

県
内
在
住
の
母（
父
）子
家
庭
の
母（
父
）

と
子（
高
校
生
以
下
）及
び
寡
婦

■
定
員　
親
子
あ
わ
せ
て
２
６
０
名

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費

○
母（
父
）、
中
学
生･

高
校
生
、
寡
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

○
子（
幼
児
・
小
学
生
）　

３
，
０
０
０
円

○
３
歳
以
下
の
乳
幼
児　

１
，
０
０
０
円

※

バ
ス
代･

保
険
料･

パ
ス
ポ
ー
ト
代
含
む

■
乗
車
場
所　
沼
田
運
動
公
園
ほ
か

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
希
望
乗
車

地
を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
み
。

■
申
込
期
限　
12
月
３
日
（
金
）
必
着

　

も
し
、
皆
さ
ん
の
お
宅
で
、
愛
犬
が
い

な
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
行
動
を
起
こ
し
ま

す
か
？
「
２
〜
３
日
遊
ん
だ
ら
戻
っ
て
く

る
だ
ろ
う
」
、
「
お
腹
が
減
れ
ば
帰
っ
て

く
る
だ
ろ
う
」
な
ん
て
安
易
に
考
え
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

飼
い
主
の
手
か
ら
離
れ
、
フ
ラ
フ
ラ
歩

い
て
い
た
り
、
他
の
飼
い
犬
の
近
く
で
遊

ん
で
い
る
と
役
場
に
連
絡
が
き
ま
す
。
連

絡
を
受
け
た
役
場
は
一
時
保
護
し
、
登
録

台
帳
で
飼
い
主
を
探
し
ま
す
。
し
か
し
、

多
く
の
場
合
は
手
掛
か
り
が
な
く
保
健
所

に
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。
運
ば
れ
た
犬
は

飼
い
主
か
ら
の
連
絡
を
待
ち
、
６
日
た
っ

て
も
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
野
良
犬
と
判

断
さ
れ
、
狂
犬
病
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
に

や
む
を
え
ず
処
分
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
未
登
録
の
犬
は
役
場
で
保
護
し

て
も
台
帳
登
録
が
無
い
た
め
、
飼
い
主
を

断
定
で
き
ず
同
様
に
処
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
か
わ
い
そ
う
な
犬
を
こ
れ
以
上
増
や

さ
な
い
た
め
に
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問　
環
境
課　
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　
　
　
☎
（
２
５
）
５
０
０
３

◎
迷
子
に
な
っ
て
も
、
連
絡
先
や
登
録
番

　
号
が
分
か
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

◎
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
役
場
に
連
絡
し

　
て
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

暮 し の 情 報

in

L i v i n g

i n f o r m a t i o n

inakami

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

募

集

第６回みなかみ町成人式

写真：第５回成人式より

■開催日　平成2３年1月９日（日）　【１月第２日曜日】
■会　場　町カルチャーセンター
■該当者　平成２年４月２日～
　　　　　平成３年４月１日生まれの人
■時　間　受付：正午～
　　　　　開式：午後１時～
　　※該当者にはハガキでご案内します。
■問い合わせ先
　教育課　生涯学習推進室
　☎（２５）５０２５

11
月
28
日
に

　
　
廃
タ
イ
ヤ
等
の
有
料
回
収

ワ
ン
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
願
い

か　

ふ
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■
問
い
合
わ
せ
先

　
利
根
沼
田
広
域
西
消
防
署

　
☎
（
６
４
）
０
０
０
２

◆
応
急
手
当
を
身
に
付
け
よ
う
！
◆

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間

に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

取
り
入
れ
た
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

正
午
ま
で
（
８
時
30
分
か
ら
受
付
）

■
場
所　
利
根
沼
田
広
域
西
消
防
署

■
定
員　
10
人

■
申
込
場
所　
最
寄
り
の
消
防
署
で
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
付

（
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
及
び
土
・
日

曜
、
祝
祭
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
。

■
申
込
締
切　
11
月
19
日
（
金
）
ま
た
は

定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
そ
の
他　
実
技
を
中
心
に
講
習
を
行
い

ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
願
い

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
整
備
課　
管
理
・
建
設
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
９

　
各
支
所　
建
設
・
産
業
グ
ル
ー
プ

　
水
上
支
所　
☎
（
７
２
）
２
１
１
１

　
新
治
支
所　
☎
（
６
４
）
０
１
１
１

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
月
）
〜
15
日
（
月
）

■
入
居
日　
12
月
中
旬
予
定

■
募
集
戸
数　
18
戸

●
矢
瀬
団
地

　

１
号
棟
４
０
２
号
室
（
３
Ｋ
）

●
第
三
矢
瀬
団
地

　

７
号
棟
４
０
２
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
上
牧
団
地

　

22
号
棟
１
０
４
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
大
穴
団
地

　

Ｊ
棟
１
０
１
号
室
・
１
０
２
号
室
・

　

１
０
５
号
室
・
２
０
２
号
室
・

　

２
０
４
号
室
・
３
０
４
号
室
（
３
Ｋ
）

●
鹿
野
沢
団
地

　

Ｋ
棟
２
０
６
号
室
・
４
０
１
号
室
・

　
　
　

４
０
３
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

Ｌ
棟
３
０
６
号
室
・
４
０
５
号
室
・

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
問
い
合
わ
せ
先

　
群
馬
県
医
師
会

　
☎
０
２
７
（
２
３
１
）
５
３
１
１

　

医
療
機
関
で
働
き
な
が
ら
研
修
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
医
療
現
場
を
長
く
離
れ
て
い

た
方
、
勤
務
経
験
の
な
い
方
で
も
安
心
し

て
職
場
復
帰
で
き
ま
す
。

　

研
修
期
間
で
も
給
与
が
支
給
さ
れ
、
研

修
終
了
後
に
は
、
正
規
職
員
と
し
て
雇
用

さ
れ
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。　

■
対
象
者　
未
就
業
の
看
護
師
、
准
看
護

師
（
先
着
２
０
０
名
）

■
研
修
期
間　
３
ヶ
月

■
研
修
内
容　
▽
研
修
先
医
療
機
関
に
お

け
る
実
務
研
修
▽
医
師
会
立
養
成
所
で
の

講
習
（
10
時
間
程
度
）

■
研
修
先
医
療
機
関
の
決
定　
研
修
者
受

入
医
療
機
関
が
採
用
決
定
を
行
う

■
研
修
条
件　
▽
研
修
日
数
は
月
平
均
20

日
▽
研
修
時
間
数
は
、
１
週
間
あ
た
り
40

時
間
以
内
▽
社
会
保
険
に
加
入

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未
就
業
の
看
護
・
准
看
護
師
募
集

相

談

募

集

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（
６
２
）
０
０
８
１

◆
心
配
ご
と（
民
生・人
権・行
政
）相
談
所

■
新
治
会
場　
11
月
16
日
（
火
）

　

会
場　

の
ぞ
み
館　

相
談
室

■
月
夜
野
会
場　
12
月
21
日
（
火
）

　

会
場　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

◆
法
律
相
談
所

■
水
上
会
場　
11
月
12
日
（
金
）

　

会
場　

社
会
福
祉
協
議
会　

水
上
支
所

■
新
治
会
場　
12
月
10
日
（
金
）

　

会
場　

の
ぞ
み
館　

相
談
室

心
配
ご
と
・
法
律
相
談
所

相
談
は
、予
約
制
で
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

時
間
は
全
て
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

必ずチェック最低賃金！
　　　使用者も、労働者も。

群馬県最低賃金は、
　　　時間額６８８円に
　　平成22年10月９日より改定。
※最低賃金制度とは、最低賃金法に基づ
き国が賃金の最低限度を定め、使用者
は、その最低賃金額以上の賃金を支払わ
なければならないとする制度です。

■問い合わせ先
　群馬労働局　☎027(210)5005

　
　
　

４
０
６
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

Ｍ
棟
２
０
４
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
藤
原
団
地

　

コ
ス
モ
ス
棟
１
０
１
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
上
布
施
団
地

　

３
号
棟
３
０
１
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）
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男性の参加者も大歓迎！

■エアロビクス教室
■夜の部（毎週月曜日）
○開催日／11月1日・8日・
　　　　　15日・22日・29日
○時　間／午後８時～９時まで
○会　場／
　新治Ｂ＆Ｇ
　海洋センター
　２階

　参加申込は不要です。直接会
場へお出かけください。
　室内シューズ・タオル・飲み物
をご持参ください。
　皆さんの参加をお待ちしてい
ます。

今月の
なつコラムなつコラム

　皆様こんにちは ！ なつこです。谷川岳の紅葉が美しい季節になりまし

たね。

　先日私の生まれ育った小樽でライブがあり、デビュー後初めて帰りま

した。

　びっくりしたのが、小樽では昼間のカラオケが流行っていたことでし

た。近々小樽でもみなかみの盛り上がりを実現させたいと思います。

　先週はみなかみ町の姉妹都市取手市の「利根川河川まつり」にて

歌って参りました。利根川はみなかみからいくつかの県を繋いで流れて

いますが、利根川を通じて人の繋がりも感じました。綺麗な水に魚が

集まるように、美しい川にも人が集まるのだと感じます。

　お蔭様でデビュー一周年を迎えました ！ これからも

皆様応援宜しくお願い致します。

No.5No.5

http://profile.ameba.jp/natsuko~room/http://profile.ameba.jp/natsuko~room/

■ ■ ■ 問い合わせ先 ■ ■ ■
子育て健康課　健康推進グループ

☎（６２）２５２７

体 操 教 室

国
民
年
金
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

　
渋
川
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
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　―

学
生
納
付
特
例
制
度―

学
生
は
承
認
を
受
け
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は

す
み
や
か
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
学
生
も
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収
入

が
一
定
額
以
下
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
申

請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
家
族
の
収
入
に
関
係
な

く
、
学
生
本
人
の
所
得
を
基
準
と
し
て
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
期

間
中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
し
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
既
に
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

さ
れ
て
い
て
、
翌
年
度
以
降
も
在
学
見
込

み
の
方
は
、
毎
年
３
月
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書

を
郵
送
す
る
だ
け
で
手
続
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

年
金
を
受
け
る
権
利
は
死
亡
す
る
と
な

く
な
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た

と
き
は
、
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を

14
日
以
内
に
年
金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払

い
に
な
り
、
遺
族
の
方
か
ら
返
納
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の
分
ま
で

支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
年
金
が
あ
る
場
合
、
未
支
給
年
金
を
請

求
で
き
ま
す
の
で
、
死
亡
届
と
一
緒
に

「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
時
に
は
次
の

書
類
が
必
要
で
す
。

◎
「
年
金
受
給
者
死
亡
届
」
の
み
を
提
出

す
る
場
合
／
▼
死
亡
し
た
方
の
年
金
証
書

▼
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類

◎
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合
／
▼
前

記
の
書
類
に
加
え
て
▼
死
亡
し
た
受
給
者

と
請
求
者
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

戸
籍
謄
本
▼
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
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中央・カルチャーセンター・新治・水上

新治
公民館

中央
公民館

水上
公民館

カルチャーセンター
児童図書室

新治
公民館

11月 11月

11月 11月

●開室日（　印）
　月曜日と祝祭日を除く日　午前９時～午後５時
●おはなしの会（●印）
　と　き／11月21日（日）　午後２時～
　ところ／新治公民館図書室

◎印はおすすめの１冊

中央
公民館
後閑321-1　☎62-2275
●開室日（　印）　
　火・木・土曜日
　午前９時～午後５時（祝祭日を除く日）
　日曜日（第１・第３）午前９時～１２時
　※開室日の12時～13時の間は休室になります

水上
公民館
湯原441　☎72-3707
●開室日（　印）
　月曜日と祝祭日を除く日
　午前９時～午後５時
　※開室日の１２時～１３時の間は休室になります

カルチャーセンター
児童図書室
上牧1735　☎20-4040
●開室日（　印）
　原則として月曜日と祝祭日の翌日を除く日　午前９時～午後５時
●おはなしの会（●印）
　と　き／11月18日（木）　午後３時30分～
　ところ／カルチャーセンタープレイルーム

新着図書の紹介 新着図書の紹介
◎印はおすすめの１冊

◎印はおすすめの１冊
新着図書の紹介 新着図書の紹介

◎印はおすすめの１冊

●一般書●
　◆祭り囃子がきこえる／川上健一
　◆勝手にふるえてろ／綿矢りさ
　◆社労士をめざす人の本'11年版
　◆禁猟区／乃南アサ
　◆青天の霹靂／劇団ひとり
◎◆座布団一枚！／桂歌丸 （他）
●児童書●
　◆10ぴきのかえるのあきまつり／仲川道子
　◆プレゼントはお・ば・け／西内ミナミ
　◆かいけつゾロリのだ・だ・だ・だいぼうけん前編／原ゆたか
◎◆捨て犬フラワーの奇跡 余命一週間のダルメシアン／樋浦知子
　◆おとうさんはパンやさん／鈴木まもる （他）

●一般書●
◎◆悪人　上下巻（文庫版）／吉田修一
　◆原稿零枚日記／小川洋子
　◆ほら吹き茂平／宇江佐真理
　◆いつか陽のあたる場所で／乃南アサ
　◆逸脱／堂場瞬一
　◆きれい色のベビー服と小物／了戒かずこ （他）
●児童書●
◎◆落語絵本 ひとめあがり／川端誠
　◆落語絵本 かえんだいこ／川端誠
　◆かいけつゾロリきょうふのちょうとっきゅう／原ゆたか
　◆ばあちゃんのおなか／かさいまり （他）

●一般書●
　◆風の旅（四季抄）／星野富弘
　◆愛、深き淵より／星野富弘
●児童書●
◎◆びりびり／東君平
　◆ありのフェルダ／オンドジェイ・セコラ
　◆せかいいっしゅうおばけツアー／長野ヒデ子
　◆おばけいちねんぶん／長野ヒデ子
　◆古道具ほんなら堂－ちょっとふしぎあり－／楠章子
　◆トラップ一家物語／ハンス・ヴィルヘルム
　◆スーパーパティシエ物語／辻口博啓
　◆かいけつゾロリのじごくりょこう　／原ゆたか
　◆かいけつゾロリのようかい大リーグ／原ゆたか
　◆かいけつゾロリとなぞのまほう少女／原ゆたか

●一般書●
　◆トロイメライ／池上永一
　◆60歳からの人生の愉しみ方／山崎武也
　◆図解めまい・耳鳴り・頭痛の正しい治し方と最新治療／清水俊彦
　◆月の虹／田村優之
　◆潜行捜査一対一〇〇／安東能明
◎◆のんちゃんのふとん／北川悦吏子 （他）
●児童書●
◎◆カレーライスのすきなペンギン／落合惠子
　◆まっくろくろのおばけちゃんのぼうけん／絵：フィリップ・ジョルダーノ
　◆絵でわかる「漢字使い分け」／丹羽哲也
　◆なんのおと あき／永井郁子 （他）

図・書・室・だ・よ・り

布施365　☎64-0111
●● ●●

●● ●●



16

2010.11／第61号●●●●

L
iv

in
g

●In
f
o
r
m
a
t
io

n

　小規模多機能「月夜野の里」は、主要地方道沼田・水上
線沿い、月夜野病院前信号から南に約１００ｍ程入った所
に今年９月、新築により開設しました。
　真新しい玄関を入るとすぐに天井の高いデイルームに続
き、通いの利用者さんが思い思いに過ごされています。デイ
ルームの先には、広い廊下を挟んで南面に日当たりの良い
個室、北面に浴室、トイレ、事務室等が配置され、どの位置に
立っても施設全体を見渡せる間取りとなっています。
　小規模多機能型は、「通い」を中心に「訪問」、「泊まり」を
うまく組み合わせての利用ができ、家族等の急な理由で短
期入所の利用に苦労されていた方には、大変に喜ばれてい
ます。
　開設したばかりの施設なので、登録定員にはまだまだ余
裕があるようです。また、お試し利用についても随時受け付け
ています。
　管理者の大津さんは、「小規模多機能型というこの施設
の利点を最大限に活かし、住み慣れた自宅での生活が続
けられるようなお手伝いができれば。」と話されていました。

◎次々販売とは？
　訪問販売で高額な商品購入や住宅改修の契約を結んだ
高齢者などを「お得意様」として、同じ業者または仲間の業
者、名前を変えただけの同じ業者が次から次へと訪問しま
す。そして新たな購入や契約をせまり、その支払いのために生
活が困窮したり借金を強要させられたり、中には財産全部を
失うケースもあります。
◎次々販売の手口の例
　ひとり暮らしのＡさん。訪問販売の業者から羽毛布団を分
割で購入しました。この契約をきっかけに健康食品の購入や
屋根の改修、床下の除湿などの業者が次 と々訪れるようにな
り、高額な契約をせまるようになりました。分割払いで良いという
し、金額が年金の範囲内なので断り切れずに承知してしまい
ました。その後も砂糖に群がるアリのように次 と々業者が訪れ、
気がついたときには、月々 の返済額が年金額をはるかに超え
る金額となってしまいました。

●小規模多機能型居宅介護施設とは
　町で指定する地域密着型介護サービス施設です。
　あらかじめ登録された利用者が「通いサービス」を中
心に利用者の状態や希望、家族の事情などに応じて「訪
問ケア」や「泊まりサービス」を組み合わせた在宅介護が
受けられる施設です。
　登録定員は25名以内で、一日当たり「通い」15名以
内、「泊まり」９名以内の方が利用できます。
　次号では、「地域包括支援センター」を紹介します。

地域包括支援センターだより シリーズ

介護施設紹介
　今年の９月、町内に初めて地域密着型施設の小規模多機能型居宅介護施設が
開設されました。今月号では、その｢小規模多機能 月夜野の里｣をご紹介いた
します。

ふきのとうの会（認知症家族の会）開催のお知らせ
平成22年11月10日（水）　詳細は、地域包括支援センター　☎（６２）０５４０まで

　先月号に引き続き、訪問販売の中で最近多く見られる手口「次々販売」について、その対処方法を勉
強してみましょう。

小規模多機能「月夜野の里」 

みなかみ 町 の

真庭３０８番地１　　☎（２５）３６３６

だまされない  ひっかからない  安易に契約しない ～　消費者被害⑧　～

20

～今回は、介護施設見学会です～

◎被害に遭わないためには
①購入や契約する前に、家族や信頼する人などに必ず相談
し、自分一人だけの判断で安易に購入や契約をしないよう
にしましょう。
②必要ないと思ったら、「いりません。」とはっきり断りましょう。次
に同じ目的で訪問すると、その業者は行政処分や罰則の
対象となります。
③ひとり暮らしの高齢者は、特に対象者となりやすいため、家
族や周りの人たちが協力して見守りや声かけなどにより、い
つも状況を確認しておくことが大切です。
④家の中に見慣れない商品が急に増えたり、送られて来たり
したら、その内容を確認すると共になぜ送られてくるのかを
聞いてみましょう。
⑤被害にあっても、契約が解除できる場合もありますので、あき
らめずにご相談ください。
■相談先　地域包括支援センター　☎（６２）０５４０
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■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・１０か月児
■期日　11月17日(水)・12月15日(水)
■受付　４か月児　 13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

■会場　水上保健センター２階
■対象　1歳児から未就学児（全地区）
■期日　11月２日(火)・12月７日(火)
■時間　10時～12時
～子どもの発育と育児について親子で学ぶ楽しい教室～
　 11月●みんなで千歳飴の袋をつくろう
　 12月●みんなで楽しくクリスマス会

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と親（全地区）
■期日　11月12日(金)・19日(金)・26日(金)
　　　　12月10日(金)・17日(金)
■時間　10時～12時　■主催　にこにこくらぶ
～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

　　　11月26日●音で遊ぼう　（参加費100円）
　　　12月17日●クリスマス会（参加費300円）
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※にこにこくらぶでは、一緒に活動してくれるボラ
ンティアを募集しています。詳しいことは久野豊子
（☎６２-２４０３）までお問い合わせください。

■会場　町保健福祉センター

　「汽車ぽっぽ」は、月曜日から金曜日（午前10時か
ら午後４時）まで開設しています。
　11月のじゃんぷの日(毎週木曜日)は次のとおりで
す。
■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者
■時間　10時～12時
■詳細　11月４日●読み聞かせ
　　　　　　11日●お茶しませんか？
　　　　　　18日●郷土食作り教室
　　　　　　25日●大きくなったかな？
　　　　12月２日●読み聞かせ
　　　　　　  ９日●お茶しませんか？

※「汽車ぽっぽ」のお問い合わせは次のとおりです。
　子育て支援センター　☎６４－１８４８
　E-mail：kids-info@town.minakami.gunma.jp

健康づくりインフォメーション

計男の子 女の子
月夜野地区
水上地区
新治地区
計

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

みんなの保健
～みなさんの健康づくりをしっかりとサポートします～
●問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎25-5009

９月
の出生者

◆数字は住民基本台帳に
　基づくものです。
（10月15日現在）

乳幼児健診

子育てひろば

子育て支援センター　汽車ぽっぽ

子育てセミナー（育児支援）

～対象の方には事前に個別通知いたします～

■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■

■■　幼児健診　　　　　　　　　　　　■幼児健診は地区に関係なく受診できます。
お気軽にお問い合わせください。

健　診　名 11月 12月

1歳6か月児健診　　対象　１歳７・8か月児 10(水) 

２歳児歯科健診　　対象　２歳１・２か月児    3(金)

２歳6か月児歯科健診　対象　２歳7・8か月児    8(水)

３歳児健診　　対象　３歳1・2か月児 24(水)

3 人 4人 7人
0人 0人 0人
1人 2人 3人
4人 6人 10人

◇ベビーマッサージ（１歳までの乳児対象）
■日時　11月12日(金)・12月10日(金)　10：30～11：30
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

◆プチ子育て講座のお知らせ
　県内で活躍するプロがどんなことでも楽しく答えてく
れます。
■日時　11月８日(月)　午前10時～
■内容　子育ての楽しみ方
■場所　汽車ぽっぽキッズルーム
■協力　群馬県幼児教育センター

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児･8か月児･12か月児･妊婦および産婦
■期日　11月４日(木)・12月２日(木)
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児   10:00～10:15　計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児     9:45～10:00　計測・問診・栄養相談
　＊12か月児 10:15～10:30   計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦      9:30～11:30   母乳相談（予約制）

乳児相談・母乳相談
～子育て支援ボランティア～
にこにこくらぶ

■会場　子育て健康課　　■対象　全地区
■11月　１日(月)・  ８日(月)・15日(月)・22日(月)・
　　　　29日(月)
■12月　６日(月)・13日(月)・20日(月)・27日(月)・
■時間　９時～11時30分　13時～16時

母子健康手帳交付
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第５回 みなかみ町町民体育祭
～スポーツ少年団リレーより～

　９月26日秋晴れのもと、月夜野中学校校
庭において、町民体育祭が開催されました。
　５回目を迎えた今年は、４種目で採点競
技が復活し、白熱した体育祭となりました。
結果は水上支部が優勝、準優勝に下牧地
区、第３位に須川地区がそれぞれ入賞しま
した。
　強い日ざしの中でしたが、幅広い世代の
方々総勢約２，６００人が参加し、大いに盛
り上がりをみせました。

みなかみ町の

数字は住民基本台帳に基づくもので、
国勢調査の数値とは異なります。
※(　) 内は前月比

水と緑・歴史と文化に息づく
　利根川源流のまち  みなかみ

町の主な行事予定町の主な行事予定
11月

 中旬　■12月議会定例会●本庁舎議場
24㈮　■町内小・中学校、幼稚園終業式
28㈫　■官庁仕事納め
　　　 ■消防団年末特別警戒（30日まで）●町内全域

 ３㈬　■みなかみ町文化祭（４日まで）
　　　　　　　　　　◆芸能発表会：町カルチャーセンター
　　　　　　　　　　●月夜野会場：町カルチャーセンター、北部体育館
　　　　　　　　　　●水上会場：水上公民館、水上社会体育館
　　　　　　　　　　●新治会場：Ｂ＆Ｇ海洋センター

 ２㈯～3㈰　■アドベンチャーフェスティバル●湯桧曽公園ほか
　　   ３㈰　■谷川岳閉山式・遭難者慰霊祭●土合霊園地
　　   ７㈭　■町平和式典・戦没者追悼式●町カルチャーセンター
　　  17㈰　■町消防団秋季点検●月夜野総合グラウンド
　　  24㈰　■たくみの里豊楽まつり●たくみの里豊楽館

12月

Gallery 東京藝術大学卒業生
修了生寄贈作品

『　醜くも美しい命の動機　』
作者／細井呂実
規格・素材
　Ｈ１，９４０ｍｍ×Ｗ１，３０３ｍｍ
　キャンバス、油彩

作品の一部を「みなかみコレクション展」とし
て、役場水上支所２階および商工会水上支所
２階に展示中です。
■開場日／月曜日～金曜日（祝祭日は除く）
■開場時間／午前９時～午後４時30分

総人口 22,255人 （－27）
　男 10,754人 （－19）
　女 11,501人 （－ 8 ）
世帯数 8,220世帯 （－ 2 ）

人口 世帯と

10月 1日現在

●　今月の表紙　●

10月に行われた主な行事

東京藝術大学卒業生・修了生からみなかみ町に
寄贈された作品を紹介しています。

歳時記

■問い合わせ先　県医務課　☎027（226）2540

群馬こども救急相談「＃８０００」番をご利用ください！群馬こども救急相談「＃８０００」番をご利用ください！群馬こども救急相談「＃８０００」番をご利用ください！
　休日や夜間に、子どもが急に具合が悪くなったとき、すぐに受診した方
がよいのか、家庭でどのような処置をすればよいのか、悩んだことはあり
ませんか？
　そんなときは＃８０００をコールしてください。保健師・看護師がお
子さんの救急について電話で相談に応じます。
　■相談日時　月曜日～土曜日　　　　　午後７時～午前０時
　　　　　　　日曜日、祝日、年末年始　午前９時～午前０時
　■相談方法　電話（短縮番号＃８０００）
　　※ダイヤル回線、ＩＰ電話等をご利用の方は、携帯電話からおかけください。
　■相談スタッフ　保健師・看護師
　■その他
　◎病気の診断や治療をするものではなく、助言によって保護者の判断の
参考としていただくものです。

　◎激痛がある、意識がないなど、明らかに緊急を要する場合には１１９
番をご利用ください。
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